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こんにちは！ 展示交流員です。�
�

 

交
流
ノ
ー
ト�

私たちは、琵琶湖博物館の案内だ
けでなく、展示を通してみなさん
と交流し、みなさんに身近な自然
や生活へ目を向けていただく『か
けはし』となっています。どうぞ
お気軽にお声をかけてください。�

水
みな

面
も

の下の�
ワンダーランド�
主任学芸員（魚類生態学）�

中井克樹�

　目の前に水
みな

面
も

が広がると、

ついその中に顔を突っ込みた

くなる私。必需品の水中メガ

ネ（最近はデジカメ水中用パッ

ク等でも代用可）を通して広

がる水中世界に胸が躍ります。�

　湖に潜り始めたのは20年

以上前、「世界の湖の魚たち」

の展示水槽があるアフリカの

タンガニイカ湖でした。そこで

魚の子育て（館内でも観察可

能）を調べた後、日本でのフ

ィールドに選んだのが琵琶湖

でした。�

　対象の魚はオオクチバスと

ブルーギル。興味深い行動

を見せてくれると同時に、琵

琶湖では問題を起こしている

外来魚でもありました。素朴

な好奇心から潜っていたつも

りが、いつしか有効な駆除へ

の応用ばかりを考えている自

分がいます。甲
か

斐
い

甲
が

斐
い

しく子

育てする姿に感動し、なるだ

け「魚の気持ち」になりながら、

それを逆手にとって相手を追

い詰めようとしていることに、

心が痛みます。�

　それでも、私にとって水面

下の世界は、多種多様な動

植物が生きている姿を目の当

たりにできる博物館。次 と々不

思議に出会えるので、齢が気

になりだしても止められません。�

　釣りを楽しむ人たち、魚つ

かみをする子供たち、そして

本職の漁師さん……みなさん

知識や経験が豊かな、魚た

ちと接する技自慢です。でも、

せっかくの「お魚好き」です

から、水の中を直接のぞいて

みませんか？　きっと魚たちの

新たな魅力を発見できますよ。�

「
び
わ
た
ん
」
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し
ん
で�
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保
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み
な
さ
ん
は
「
び
わ
た
ん
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？�

　「
琵
琶
湖
博
物
館
わ
く
わ
く

探
検
隊
」
で
、
体
験
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
子
ど
も

た
ち
に
、
博
物
館
の
楽
し
さ

や
学
び
へ
の
き
っ
か
け
作
り

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
季
節

ご
と
の
素
材
な
ど
を
通
し
て
、

自
然
の
不
思
議
を
感
じ
た
り
、

伝
統
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と

を
体
験
し
ま
す
。�

　
私
た
ち
家
族
も
最
初
は
一

参
加
者
で
し
た
。
毎
回
、
我

が
子
の
驚
き
や
発
見
と
笑
顔

に
つ
ら
れ
て
参
加
す
る
う
ち

に
、
気
が
つ
く
と
輪
の
中
に

入
っ
て
お
手
伝
い
し
て
い
ま

し
た
。�

　
ス
タ
ッ
フ
の
側
に
な
っ
て

の
驚
き
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
で
の
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と

り
の
意
識
の
高
さ
と
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
ま
な
け
れ
ば
、

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き

る
わ
け
が
な
い
」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
で
し
た
。
我
が
子
（
小

６
と
小
４
）
は
い
つ
も
そ
ば

に
い
る
お
姉
さ
ん
た
ち
の
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
真
剣
な

姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
も
役
立
ち
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
な
が
ら
、「
び
わ

た
ん
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。�

　
１
月
は
博
物
館
を
大
き
な

盤
面
に
仕
立
て
た
大
ス
ゴ
ロ

ク
大
会
で
す
。
ゲ
ー
ム
や
ク

イ
ズ
を
通
し
て
、
日
頃
気
づ

か
な
い
よ
う
な
展
示
の
紹
介

を
し
ま
す
。
私
た
ち
家
族
も

お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
一

度
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

　今回は、Ｃ展示室で行われ
た「交流員と話そう」の取
材です。来館者の方とどんな
交流があったのでしょうか。�
�
「オサムシの紙フィギュアを
たのしもう」（北田交流員）�
　このテーマを選んだ理由
は？�
�
　オサムシが好きだっ
たからです。また、企
画展「歩く宝石オサム
シ」もありましたので、
タイムリーだと思った
からです。�
�
　来館者の反応はどうで

すか？�
�
　参加していただいた方の
中には、30 分から 40 分ぐ
らいの長時間おられる方も
いらっしゃいました。�
　長い間おられるのはいい
ことなのですが、時間がか
かりすぎともいえますので、

次回は短時間で仕上がるよ
うに改良したいと思ってい
ます。�
�
　印象に残ったことは何です
か？�
�
　マイマイカブリが好きで、
いろんなことを知っている
子が意外に多くいて、少し
驚きました。�
�
「琵琶湖の冬鳥を見ませんか」�

（林交流員）�
　このテーマを選んだ理由
は？�
�
　冬になると琵琶湖に
水鳥がいっぱい来るの
で、それをお客さんに
楽しんでもらいたいと
思ったからです。お客
さんといっしょに望遠
鏡で水鳥を見ながら交

流しています。�
�
　来館者の反応はどうです
か？�
�
　まず、琵琶湖に水鳥がた
くさんいることにびっくり
されます。特に、カワウは
ねぐらがあって羽を乾かし
ている姿をよく見かけるこ
とができます。テレビのニュ
ースにもたびたび出てくるせ
いかカワウを見たお客さんは
「ほう！　あれがカワウか」
と驚かれることがあります。�

オサムシの紙フィギア作りを楽しむ子どもたち� 望遠鏡で水鳥をのぞきながら交流�
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